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●２０２３年の春闘では、３０年振りに高い賃上げ水準を記録しました。
●一方で、物価高騰と電気料金や燃料費、公共料金の引き上げが続いています。
●厚生労働省が発表した１０月の毎月勤労統計調査では、実質賃金は、前年同月比
　２．３％減で、１９カ月連続のマイナスとなっています。
●昨年は賃上げはあったものの、物価高騰に賃金の伸びが追いつかない状況が続き、
　私たちの生活は非常に厳しくなっています。

【岸田文雄 首相】

と要請。

【経団連 戸倉会長】

を会員企業に要請すると呼応。


